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日本産生鮮青果物共創型北米プロモーション実証事業
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1．実施概要

・政府の輸出額の目標である2025年に2兆円、2030年に5兆円を達成するため、日米に拠点を持つ旅行会社、航空会社グループ、

プロモーションエージェンシー、食品商社がコンソーシアムを組み、日本から米国へ日本産生鮮青果物を輸出する新たな物流構築

をし、食と観光を組み合わせた一体型スキームで、越境ECサイトに基づいた日本産生鮮青果物の米国への輸出拡大の実現を目

指す。

・連携企業各社が持つノウハウを組み合わせ、旅マエ、旅ナカ、旅アトのそれぞれのカテゴリーを一気通貫で消費者プロモーション

を展開。

・実証事業終了後も、連携企業各社のパートナーシップを継続し、持続的に日本の観光と食を組み合せたコンテンツで、米国への

輸出拡大や日本のインバウンド需要喚起などに貢献していく。

具体的な実証内容

実証①：日本国内の産地ツアーの醸成による新たな日本の魅力の提案を通じた地方創生

実証②：国際線ファーストクラスにおける日本産青果物を使ったメニューを開発、北米の富裕層に向けた食体験

実証③：米国のインフルエンサーやレストランと連携したSNSプロモーションによる、越境ECサイトを通じた
日本産青果物の販売・輸出拡大



1．実施概要
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2．デジタルを活用した事業スキーム (旅マエ・旅ナカ・旅アトのプロモーション)

米国で認知度や流通量が少ない日本産青果物を
デジタルマーケティングの活用と旅行会社の訪日
客向けのPRなどによる認知度拡大や興味を醸成
し、日本への送客促進を図る。

訪日観光客へ収穫体験ツアーや現地での摘みた
て果実の食体験を提供。また、国際線ファーストク
ラス内で日本産生鮮青果物を使用したフルーツプ
レートを提供することで、認知度拡大とファンの獲
得につなげる。

帰国後は、越境ECサイト「Ikigai Fruits」を通じて、

日本産青果物を新鮮な状態で全米各地へ配送。購
入場所が限られる日系スーパーに頼らず、旅ナカ
での食体験を自宅でも楽しめる。さらに、SNS発信

や連携企業との取り組みを通じて、継続的な喫食
意向を促進する。

旅ナカ 旅アト

インフルエンサーPR & SNS配信

レストランコラボ & SNS配信

いちご狩り体験など

ファーストクラス (国際線全路線) 
での日本産果実体験

日本から全米のご自宅まで
新鮮な果実をお届け

デジタルマーケティングを活用したプロモーション展開
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旅マエ



2．デジタルを活用した事業スキーム ( 越境ECサイト「Ikigai Fruits」 )
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3．日本産生鮮青果物の輸出物流の再構築
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現行物流

変更後物流（航空会社 グループ連携）

1日～2日 1日 1日 1日

1日 1日 1日

最大2日短縮

食品棄損率

の減少

日本各地の産地 福岡空港 羽田空港
ロサンゼルス

空港
米国倉庫 消費者の自宅

1〜2日

出荷から５〜７日で配達

出荷から４〜５日で配達

1〜2日

日本各地の産地 成田空港
ロサンゼルス

空港
米国倉庫 消費者の自宅



4．プロモーションエージェンシーの実施報告
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越境ECサイト「Ikigai Fruits」

レストランコラボ・メディアPR

トレンドの発信地、かつグルメシーンの中心でもであるニューヨークでレストランやベーカリーとのコラボイベントを実施

クラウンメロディー $28

Momoya SoHo

メニューコラボ ILIS x Ikigai Fruits メディアイベント

サンプル提供 6種類 1,000食

ILIS
ミニ大福 $8.50 (限定200個)

Dominique Ansel Workshop

メニューコラボ



「Ikigai Fruits」インスタグラムの全体日次推移

• メディア掲載：5社 ( 6月 New York Times / 9月・12月 Food Network Magazine / 12月 DuJour Magazine / 1月 T-magazineの記

事広告の掲載。計2,500万件のデジタル購読者数 )
• SNSプロモーション：レストランコラボをPR。10名のインフルエンサーがコラボメニューや商品を投稿

( 合計閲覧数 311,805 / エンゲージメント数 26,675 / 平均エンゲージメント率 8.56% )
• インスラグラムフォロワー数：15,201件 (3,511件 増加) インフルエンサーや生産農家のPRなど47回の投稿やイベントの出展

4．プロモーションエージェンシーの実施報告
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4．旅行会社の実施報告

● 実施日 2024年 6月17日 〜 6月27日

● 参加者 ロサンゼルス近郊の教育関係者

● 参加人数 10名

● 農泊場所 静岡県 御殿場市

● 体験体験 ブルーベリー、わさび、大根など
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● 実施日 2025年 1月10日 〜 1月20日

● 参加者 East Los Angeles College 

● 参加人数 19名

● 農泊場所 滋賀県 東近江市

● 体験品目 いちご、かぼちゃ、里芋、白菜など

農業体験ツアー実施 2回



4．旅行会社の実施報告
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越境ECサイト「Ikigai Fruits」

イベント出展

越境ECサイト「Ikigai Fruits 」で取り扱う青果物のプロモーションをオフラインのイベント出展で実施

( 奈良県産 いちご / 岐阜県産 富有柿 / 福岡県産 キウイ / 新潟県産 梨 / 静岡県産 メロン )

来場者 約4,000名

Japan Food Expo in LA

サンプル提供 3,000食 サンプル提供 1,500食

来場者 約2,000名

FounderMade Innovation Show LA

2024年11月30日 ~ 12月31日

Pop up Event in New York

販売数 いちご 78 / メロン 14 / 柿 16 / 梨 70



2024年 3,279名 (果実 1,858名 うち、旅行会社経由 32名)

2025年 2月/3月 予約数 いちご狩り 2,022名 (1月20日 時点)

4．航空会社グループの実施報告

農園における収穫体験実績 ● 実施日 2024年 6月 17日 (月) 〜 2025年 1月20日 (月)
● 場所 自社農園 (成田空港近郊)
● 収穫農作物 じゃがいも、ブルーベリー、ぶどう、さつまいも、いちご
● 体験人数 3,279名 (果実 1,858名 / 旅行会社経由 32名)

実施内容 属性
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2024 属性

名目 人数 日本 アジア 欧米豪 その他

じゃがいも 196 196 0 0 0
ブルーベリー 683 493 177 13 0
ぶどう 129 118 9 2 0
さつまいも 1225 1182 41 2 0
いちご 1046 671 322 49 4



国際線ファーストクラス機内食提供

4．航空会社グループの実施報告

● 国際線 ファーストクラス装着座席数 ：6席

● 国際線 ファーストクラス装着機材便数：10便 / 日

● 提供期間：2025年 1月15日 ～ 1月31日 (17日間)

● 提供商品：岐阜県産 富有柿、静岡県産 メロン、三重県産 いちご、福岡県産 キウイ

● 提供数 ：1,020食
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機内で配布される紹介カード機内で提供される様子 国際線機内誌掲載



4．越境ECサイト「Ikigai Fruits」の実施報告 (輸出実績)

2024年 2025年

６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

ウェブアクセス数 15,756 13,506 14,826 19,803 25,744 35,113 37,746 25,483

商品数 1 3 3 4 7 6 11 15

購入者数 36 40 51 50 131 122 416 343

輸出数 49 56 60 88 194 196 552 474

取扱品目 メロン メロン メロン
メロン

梨

メロン

梨

柿

いちご

メロン

梨

柿

いちご

キウイ

みかん

メロン

梨

柿

いちご

キウイ

みかん

メロン

梨

柿

いちご

キウイ

みかん

輸出数 2024年6月～2025年1月

ECサイトアクセス数： 187,977回
購入者数 ： 1,189名 (旅行会社経由 7名・航空会社米国会員 34名)
販売数 ： 1,699個
商品取扱企業 ： 11社
BtoB 契約企業 ： 7社 15



4．連携企業の実施報告
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5．プロジェクト実証報告

実証①：日本国内の産地ツアーの醸成による新たな日本の魅力の提案を通じた地方創生
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米国から年間200万人を超える訪日観光客は、定番の観光地巡りや日本食体験などの「モノ消費」に加え、日本文化体験などの「コト
消費」への関心が高い。これを踏まえ、在米旅行代理店と連携し、「Ikigai Fruits」の産地を組み合わせた「食×観光」ツアーを企画。プ
ロモーションエージェンシーがSNSで産地や収穫の様子を発信し、旅行会社の訪日客の送客。農園の売上増加による地方創生を目指し
た。結果として以下の課題が明らかになった。

1. 産地ツアーの受け入れ先の確保の難しさ
有名な観光地に近い生産地の確保が難しく、特に個人旅行者向けの送客に課題があった。特にアクセスの悪い生産地では、SNSを
活用した認知度向上など独自に地方創生に向けた取り組みが求められる。一方、成田空港近郊の航空会社グループの農園は好立地
で、団体旅行だけでなく個人旅行者向けの収穫体験も継続して訴求できる。

2. 実証期間内での訪日観光への誘導に関する課題

日本産青果物に関心を持つ消費者の一部は、越境ECサイト「Ikigai Fruits」での購入に満足し、訪日旅行の計画には平均3カ月の準

備期間が必要で、ピークは春先に集中するため、実証期間内での訪日観光には結びつきにくかった。また、米国では日本産青果物
の美味しさが十分に知られておらず、食を起点とした訪日需要の喚起には、青果物に限らず日本食全般の魅力を訴求する必要があ
る。そのため、商談会で試食機会を増やし、認知度を高めることで、より効果的な訪日促進に繋げる必要がある。

本実証を通じ、産地の認知度向上や地方創生への貢献の可能性が見えた一方で、受け入れ環境の整備や訪日動機の強化といった課
題も明らかになった。産地ツアーでは29名、農園では32名が収穫体験を行い、合計61名に収穫体験を実施。今後は、アクセスの良い生産
地を活用しつつ、食文化全体のプロモーションを強化し、持続可能な訪日需要の創出を目指す。



5．プロジェクト実証報告

実証②：国際線ファーストクラスにおける日本産青果物を使ったメニューを開発、北米の富裕層に向けた食体験
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航空会社の国際線ファーストクラス向け機内提供にあたっては、青果物の選定や衛生管理、メニュー開発などの承認に時間を要し、当初
の予定より2ヶ月遅れて実現した。生産地や生産者を紹介するリーフレットを配布し、顧客満足度向上に寄与した。 搭乗客アンケートで
は、米国産に比べ甘みの強いメロンやいちごが特に好評。航空会社からも「今後も地方創生に向けた取り組みを前向きに検討する」とのコ
メントを得た。三重県産いちご、静岡県産メロン、岐阜県産柿、福岡県産キウイを使用した特別フルーツプレートは、1日10便の路線で1便
あたり6食が提供され、17日間で計1,020食を配膳。なお、本補助事業終了後に自社業務として2月末までの延長が決まり、最終的には45日
間で2700食を提供した。

引き続き越境ECサイト「Ikigai Fruits」での販売促進に加え、日本産青果物や農産物を使用した機内提供の継続を検討する。また、航空会
社グループの自社農園での収穫体験にはこれまでに3,279名が参加した。

日本産生鮮青果物の輸出物流の再構築に関する取組として、航空会社のグループを活用した物流の再構築を実現

現行の越境ECサイト「Ikigai Fruits」の物流は、生産者が九州の輸出事業者へ商品を送り、通関・植物検疫を経て福岡空港から輸出。
羽田空港経由でロサンゼルス空港へ輸送し、ロサンゼルスの輸入業者が通関後に倉庫へ運搬。Ikigai Fruitsが米国内で商品購入・検品
し、FEDEXで消費者へ配送している。

今回の補助事業により、生産者が新たな輸出事業者となる航空会社グループ企業へ直接配送し、通関・植物検疫後に生鮮航空輸送
で米国へ輸送。その後の流れは変わらないが、輸送時間が1〜2日短縮され、食品棄損率が軽減された。これまでは中小農家が輸出ノ
ウハウがなく、航空会社グループ企業の厳格なレギュレーションにより利用できていなかったが、食品商社の助言を受け、各生産者
の商品を規約に適合させることで、新たな物流構築が実現した。



5．プロジェクト実証報告

実証③：米国のインフルエンサーやレストランと連携したSNSプロモーションによる、越境ECサイトを通じた
日本産青果物の販売・輸出拡大
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米国への輸出は規制が厳しく、品目も8種類に限られる。また、冷蔵配送機能がないため、鮮度維持が困難で、日本産青果物の販売場所も
日系スーパーや日系レストランと限定的である。そこで、越境ECサイトを活用した輸出拡大策を実施した。

プロモーションエージェンシーは、SNSマーケティング、高級レストランとのコラボ、生産農家のプロモーションを展開し、日本産青果
物の認知度向上や購買促進、訪日観光の動機づけを図った。その結果、メディア掲載5回、レストランコラボ4回、SNSプロモーション47回
を実施し、「Ikigai Fruits」のインスタグラムで3,511人の新規フォロワーを獲得。メディアやレストラン経由の流入データ取得には課題が
残るものの、インフルエンサー活用が認知度向上に有効であることを確認。今後は、食や観光、日本文化に精通したインフルエンサーの起
用を強化し、イベント出展も継続する予定。

越境ECサイト「Ikigai Fruits」の改善点と今後の展望

①保冷剤の変更 ：米国製は水の不純物含有量の影響で保持時間が短いため、日本製へ切り替えを検討。

②配送コストの削減 ：西海岸発の全米配送費の不均一を解消するため、東海岸のシカゴなどに新拠点設置を検討。

③商品取扱数の拡充 ：青果物に加え、加工商品や農作物の取扱を拡大し、輸出機会を拡大。

④鮮度保持技術の活用：通年販売に向けた保管技術の実証実験を実施し、夏季のいちご販売など高付加価値商品の展開を目指す。

インスタグラムの活用や米国内でのイベント出展などの青果物のプロモーションを通じて訪日客を獲得を促し、日本国内でのコ
ト体験後も日本産生鮮青果物の喫食意向につなげる施策を実施。計画から実施までの過程で「旅マエ」から「旅アト」までの一貫
したプロモーションに課題があったものの、最終的には、生鮮青果物 1,699個の輸出を達成した。
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